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舗 装 合 計 厚
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導水盛土部 導水盛土部

土工定規図 S=1:50

変形縁石(b)変形縁石(a)

導水縁石

標準縁石

S=1:30縦断管渠部詳細図

S=1:10

凍上抑制層 再生骨材80mm級 t=550mm

下層路盤工

再生アス安定処理

697

再生密粒度アスコン

3708

※ 現計画では路床排水は考慮していない。現地掘削時に路床排水が確認

された場合は監督員と協議すること。
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※ 水道管、汚水管の位置及び高さは想定である。

施工時には注意すること。

※ 公共桝の番号は「支障物件平面図」を参照
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※ 水道管、汚水管の位置及び高さは想定である。

0.54

1.59

0.54

住宅

21
02

MCA  =

48

(E)

3.30
0.00

M凍上抑制層 =

SP
=
2
6.
6
0
 W
=
3
.
83

64

0.0

MFCA =

0.2

BA1 =

2.85

MFBA =

CA  =

CA  =

凍上抑制層 =

0.56

FBA =

取付管Φ100mm

3.0

3.0
0.0

凍上抑制層 =

1.59

3.00

MBA1 =

FBA =

MCA  =

CA  =

1.59

MFBA =

0.2

3.1
0.0

取付管Φ100mm

取付管Φ100mm

天端 EL=2.30

MBA1 =

凍上抑制層 =

車庫

3.6 CA  =2.8

FCA =

0.20

1.59

FBA =

MCA  =

EL=1.17

FCA =

0.46

砂利

AS

AS

AS

ASAS

AS

（駐車場）

Co

床
掘
り
深

0
.
89

住宅

摺付 2.50

摺付

摺付 1.70

摺付 1.15

FH = 2.07
CH = 0.06

FH = 2.05
CH = 0.06

FH = 2.04
CH = 0.02

FH = 2.01
BH = 0.01

CH = 0.06
FH = 2.09

MBA1 =

M凍上抑制層 =

CA  =

3.55

1.59

BA1 =

住宅

住宅

GH = 1.99

GH = 2.13

42.50

40.00

GH = 2.11

摺付 2.41

45.50

摺付 2.12

摺付 2.12

摺付 1.70

GH = 2.06

道
路
敷
地

凍上抑制層 = 1.59

2.7

公共桝⑤位置

MFCA =

0.2

公共桝③ SP=19.72

渡り廊下

汚水Φ250

0.30

汚水Φ250

道
路
敷
地

1.59凍上抑制層 =

FCA =

BA1 =

汚水Φ250

汚水Φ250

0.2

-

汚水Φ250

3.5

汚水Φ250

FCA =

1.59

EL=1.18

車庫

設
計
セ
ン
タ

1.59

MCA  =

MBA1 =

凍上抑制層 =

摺付 1.50
天端 EL=2.12

0.00

摺付 2.30

L側駐車場入口

摺付 1.50

R側住宅入口(階段)

公共桝⑧ SP=40.91

3.80MCA  =

天端 EL=2.19

公共桝⑦ SP=33.32

天端 EL=2.21

公共桝⑥ SP=33.26

FCA =

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

道
路
敷
地

3.60

天端 EL=2.10

0.25

FBA =

0.0

BA1 =

公共桝⑤ SP=25.45

0.00
0.30

0.0

BA1 =

摺付 1.70

1.15

凡　例

AS

AS

AS
AS

FBA:フィルター材

BA1:路床盛土(2.5m未満)

CA :土砂掘削

FCA:床掘り

L側車庫入口 R側車庫入口、L側工場入口

0.49

凍上抑制層 =

BA1 =
FCA =

BA1 =
CA  = 3.8

FBA =

MBA1 =

0.61

3.70

公共桝④ SP=22.78

天端 EL=2.03

L側公共桝③位置

※ 公共桝の番号は「支障物件平面図」を参照

AS

AS

砂利

砂利

（工場）

AS

AS

花壇

工場

工場

住宅

設
計
セ
ン
タ

-

リブ付円形管Φ250

-

設
計
セ
ン
タ

-

設
計
セ
ン
タ

-

設
計
セ
ン
タ

-

設
計
セ
ン
タ

MCA  =

1.59

1.59

0.30
0.61MFBA =

3.00

1.59

0.62

0.0

凍上抑制層 =

0.3FCA =

0.00

MFBA =

0.00

MBA1 =
MCA  =

MFCA =

0.3

CA  =

M凍上抑制層 =

0.00

0.61

MFCA =

0.58

M凍上抑制層 =

0.3

M凍上抑制層 =

砕石基礎 L=5.98

MFBA =

0.58

BA1 =
CA  =

0.25

EL=1.16EL=1.14

1.59

1.59

EL=1.14

3.00

FBA =

3.0

1.59

MFCA =

MFCA =

0.2

1.59

0.20

0.2

CA  =

0.00

0.0
CA  =

M凍上抑制層 =

M凍上抑制層 =

MFCA =
MFBA =

MFCA =

3.10
MBA1 =

0.49

BA1 =

MCA  =

0.30

0.50
1.59

MFBA =

MCA  =

EL=1.21

1.59
0.45
0.10

2.90

0.0

0.51

0.0
3.1

凍上抑制層 =

FH = 1.99
BH = 0.00

M凍上抑制層 =

FCA =

MBA1 =

1.59

MFCA =

0.56

MFBA =

0.52

MCA  =
0.00

MCA  =

年　度

設計年月

縮　尺

図面名

工事名

路線名

図面番号

網 走 市 役 所 

設計者名 サン技術コンサルタント株式会社

1:100

横断図2

5/18

DL=-5.000

DL=-5.000

DL=-5.000

DL=-5.000

DL=-5.000

DL=-5.000

SP=20.00 ～ SP=45.50

令和 7 年 8 月 29  日

南 1 条 通 線

令　和　7　年　度

南1条通線詳細設計委託

FBA =
FCA =

CA  =

0.3
FBA =

3.6
BA1 =

1.59 凍上抑制層 =

凍上抑制層 =

0.59

0.58

道
路
敷
地

EL=1.12

EL=1.11

EL=1.10

EL=1.13

EL=1.12

横断管渠工 SP=56.00

0.0BA1 =
CA  =

M凍上抑制層 =

1.59

0.3

SP=56.00

3.8

FCA =

0.0
0.1

1.59

FCA =

0.00

1.59

0.00
0.20

MBA1 =

0.57

M凍上抑制層 =

FBA =

M凍上抑制層 =

0.0

MFCA =

FCA =
0.62

凍上抑制層 =

FBA =

1.59

0.61
0.3
0.0BA1 =

CA  =

SP=56.00

MFBA =

3.0

FBA =

0.62
MFCA =

FBA =

2.65
0.00
0.20

MBA1 =

凍上抑制層 =

FBA =

凍上抑制層 =

FBA =

1.59

BA1 =
CA  =

FCA =

1.59

0.57

0.0

0.60

BA1 =
0.2

0.20
0.00



汚水管Φ250mm 汚水管Φ250mm

施工時には注意すること。

※ 水道管、汚水管の位置及び高さは想定である。
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・起終点部の歩道の舗装切断、舗装版破砕は「交差点撤去工詳細図」に記載している。
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下部桝 1基

令和7年度設計終点
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SP=60.19

公共桝⑧取付管

縦断管渠設置位置計画ライン

i=0.3299%

リブ付円形管Φ250 L=5.98

i=0.3153%
L=22.20m
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設計年月

縮　尺

図面名

工事名

設計者名

路線名

図面番号

令和 7 年 8 月 29  日

サン技術コンサルタント株式会社

南 1 条 通 線

網 走 市 役 所

令　和　7　年　度

南1条通線詳細設計委託

V=1:100
H=1:250

排水工縦断図
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※2 取付管の高さは想定である

※1 公共桝の番号は支障物件平面図を参照

※2 取付管の高さは想定である

※1 公共桝の番号は支障物件平面図を参照

排水工縦断図

排水工縦断図(R側)排水工縦断図(L側)

1基

汚水取付管Φ100mm

SP=17.07(R)SP=19.72(L)
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鋼製蓋(T-25)

SP=25.45(R)
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上部桝 1基
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SP=33.32(R)

公共桝⑦取付管

下部桝
上部桝

公共桝②取付管

鋼製蓋(T-25)

公共桝③取付管 公共桝⑤取付管

下部桝
上部桝

鋼製蓋(T-25)

上部桝 1基

汚水取付管Φ100mm汚水取付管Φ100mm

既設雨水管管底高

汚水取付管Φ100mm

EL=0.67
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縦断管渠設置位置計画ライン
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リブ付円形管Φ250砕石基礎 L=6.99
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リブ付円形管Φ250砕石基礎 L=46.30

SP=56.00
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.
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リブ付円形管Φ250砕石基礎 L=47.65

i=0.2861%

排水計画延長　L=47.65m

リブ付円形管Φ250 L=24.25

SP=56.00

リブ付円形管Φ250 L=5.98

横断管渠工
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中間桝(h=0.10) 1基

排水計画延長　L=46.30m

リブ付円形管Φ250 L=21.00

横断管渠工



※　土砂溜(H=200)は、桝天端高と管底高より決定する。

注意事項
上下水道関係の位置と高さは推定のため、施工時に

支障等で変更する場合は、管の土被り50cmが確保
排水管・桝が支障とならないよう注意が必要である。
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3500 3500

1907000190

被
覆
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以
上

0.30 0.30

上部桝
導水縁石

鋼製蓋 T-25 細目

中間桝

下部桝

敷砂

(再生骨材80mm級)

基礎材

床掘ライン 床掘ライン

(床掘深1.0m未満) (床掘深1.0m以上)

施工基面高

導水縁石

床掘ライン

750

導水縁石

2.0% 2.0%
2.0%

(床掘深1.0m以上)

雨水桝Ⅰ型A雨水桝Ⅰ型A

できるか確認を行う。

計画センター

外側線

雨水桝Ⅰ型A

1:0.5

雨水桝Ⅰ型A 計画センター

外側線

導水縁石 導水縁石

リブ付円形管Φ250リブ付円形管Φ250

基礎部(フィルター材)

計画高

(再生骨材40mm級)

100

190

床掘ライン

(床掘深1.0m未満)

SP

雨水桝天端高

排水工標準図

平 面 図 S=1:50

S=1:50側 面 図

道
路
敷
地

道
路
敷
地

年　度

設計年月

縮　尺

図面名

工事名

路線名

図面番号

網 走 市 役 所 

設計者名 サン技術コンサルタント株式会社

排水工標準図

図示 10/18

令和 7 年 8 月 29  日

南 1 条 通 線

令　和　7　年　度

南1条通線詳細設計委託

S=1:20雨水桝Ⅰ型A

S=1:10管渠断面図
(リブ付円形管Φ250砕石基礎)
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1:0.5

入口

リブ付円形管Φ250砕石基礎

(東1丁目通線)

1:
0.
5

現況センター

1:0.5

計画2号マンホール高さは現況に合わせて変更すること。

現況センター

リブ付円形管Φ250砕石基礎

床掘ライン

床掘ライン

床掘ライン

床掘ライン
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年　度

設計年月

縮　尺

図面名

工事名

路線名

図面番号

網 走 市 役 所 

設計者名 サン技術コンサルタント株式会社

図示

令和 7 年 8 月 29  日

南 1 条 通 線

令　和　7　年　度

南1条通線詳細設計委託

横断管渠・流末処理詳細図
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住宅

住宅

U300蓋付

倉庫
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EL=1.05
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東
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丁
目
通
線
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汚水Φ250

汚水Φ250

車庫

住宅

自販機

BP

SP=34.40

横断管渠・流末処理詳細図

平 面 図 S=1:100

横断管渠工側面図 S=1:50
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雨水桝Ⅰ型A
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(既設雨水管Φ600)

0.30

2号マンホール

EL=1.07

EL=1.03

EL=1.09(R側縦断管)

鋼製蓋(T-25)
下部桝 1基

雨水桝Ⅰ型A

1基上部桝

1枚

既設雨水管Φ600

1枚

上部桝 1基

雨水桝Ⅰ型A

下部桝
鋼製蓋(T-25)

1基

EP=60.19

南1条通線設計終点

EL=1.09

※　流末処理工と横断管渠工のR側雨水桝は、「令和7年度 東1丁目道路改修工事」で施工済である。

EL=1.05

東1丁目通線センター 2号マンホール

床掘平均深=2.92/5.98=0.49m
A=2.92m

R7施工済

S=1:50

1基

砕石基礎 L=6.99

1:0.5

※　横断管渠工のL側の自動販売機は監督員と協議し移設すること。(移設については所有者の了解は得ている)
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設計延長　L=55.71
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S=1:10

L=0.80m

導水縁石 変形縁石(b)新材

SP=60.19B P =    0.000
 X  = 2526.674
 Y  = 1531.464

令和7年度設計起点 令和7年度設計終点
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導水縁石 変形縁石(a)新材 L=0.80m

50

E P =   63.739
 X  = 2517.930
 Y  = 1468.328

令和7年度調査起点 令和7年度調査終点

SP=4.48

導水縁石 変形縁石(b)新材　L=28.52m

変形縁石(a)新材 L=0.80m

均しコンクリート

（C-1）

敷モルタル

導水縁石 変形縁石(b)新材 L=3.15m

190

導水縁石

導水縁石

終点交差点区間

導水縁石 標準縁石 新材　L=19.33m

L=9.55m

導水縁石 変形縁石(a)新材 L=0.80m
導水縁石 変形縁石(b)有材使用 L=3.90m

起点交差点区間

L=0.80m

起点交差点区間

導水縁石 標準縁石 新材

L=0.80mL=8.80m

導水縁石 変形縁石(a)新材

導水縁石 標準縁石 新材導水縁石 標準縁石 新材

L=7.46m

導水縁石 変形縁石(b)新材

L=4.80m
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導水縁石 標準縁石 新材 L=5.50m 導水縁石 変形縁石(a)新材 L=0.80m

終点交差点区間

（C-1）

敷モルタル

均しコンクリート 均しコンクリート

敷モルタル
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S
P
=5
8
.1
8

（C-1）

S
P
=3
8
.0
5

S
P
=3
7
.2
5

S
P=
8
.7
3

S
P
=6
0
.1
9

S
P=
4
.4
8

S
P
=5
7
.3
8

導水縁石 標準縁石 新材 L=1.60m

L=0.80m

L=0.80m

導水縁石 変形縁石(a)新材導水縁石

導水縁石 変形縁石(a)有材使用 L=1.60m

縁石工平面図 S=1:150平面図

標準縁石

導水縁石

変形縁石(a) 変形縁石(b)

SP
=
8.
0
4

SP
=
57
.
40

SP
=
48
.
25

SP
=
49
.
05

年　度

設計年月

縮　尺

図面名

工事名

路線名

図面番号

網 走 市 役 所 

設計者名 サン技術コンサルタント株式会社

図示

縁石工平面図

12/18

令和 7 年 8 月 29  日

南 1 条 通 線

令　和　7　年　度
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※ 東2丁目通線の舗装構成は資料がないため、想定で記載している。現況の舗装構成を確認後監督員と協議し
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